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研究結果要約 

カバノキ花粉などによって誘発される花粉-食物アレルギー症候群(pollen-food allergy syndrome; 

PFAS)では、果物摂取に伴う口腔内症状を呈し、患者数も増加している。花粉抗原を用いたアレルゲン

免疫療法で PFAS の改善も期待できると理論的には考えられるが、治療効果はまだ明らかではない。さ

らに、治療効果の長期予後も明確でない。我々は先行研究でシラカバ花粉皮下免疫療法の 1 年後におけ

る有効性を報告したが、本研究ではその長期的な予後因子を探索し、特にアレルゲン維持投与量と臨床

症状の改善および免疫学的パラメータとの関連性について評価することでより適切な治療プロトコー

ルを確立することを目的とした。 

本助成研究期間内に 20 名の患者について治療開始 2 年経過時点での評価を行った。アレルゲン投与

量により高用量群(1:200 w/v 0.15ml 以上)8 名と低用量群(1:200 w/v 0.15ml 未満)12 名の 2 群で比較検

討した。臨床症状の変化は両群で差は認めなかったが、シラカバ花粉およびリンゴの特異的 IgG4 値は

高用量群のほうが高い傾向を示した。このことは、アレルゲン免疫療法において主な IgE 阻害因子とし

て作用すると考えられている特異的 IgG4 抗体が高用量で治療したほうがより有効に産生されることを

示唆しており、免疫学的には 1:200 w/v 0.15ml 以上がアレルゲン投与量として適切であると考えられ

た。 
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